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放射性廃棄物問題と微生物生態

○加藤 憲二

静岡大
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　「ある場所 」に 「ある生き物」が 「ある数」い る。それにどのような意味があるの か を考えるの が生態学だとすれば、これに、

〈物理化学的な環境〉に 「何をして い るか ？ 」を足せば微生物生態学の 骨格とい えるだろうか 。 放射性廃棄物の 地層処分

に関連する微生物研究に誘われ、取 り組み始めて10 年 。私たちが日常使う電 力の 3分の
一を原 子力に頼っ てい る限り、発

電 に よ っ て 生 じ続ける放射性 廃棄物をどの 様 に 処分するか は避けて は通れない 環境問題 である。そ の 地下圏 の 微生物研

究 で は、〈またして も〉 日本は後れをとっ て い た 。 幸 い なこ とにもう
一

つ の 研究推進 エ ン ジン 、深海 底掘 削で 健 闘 して い る

我が国 の 微生物生態研 究をて こ に、放射性廃棄物の 地層処分 に微生物生態学はどう向き合うの か ？

　地下圏という環境の場の理解は、どのような地質環境に処分施設を設置することがふさわしい かを判断するうえで 重要

であるばか りで なく、地 下に設置 した人 工 施設 および処 分装置 （人 エ バリヤとよばれ、そ の耐用 年数は 1000 年と設定され

てい る）の長期保存過程 における劣化や破損により拡散する可能性のある放射性物質 の挙動に地下環境が どの ような影

響を与えるか、そのシナリオを考える上 で も重要 な知見となる。その 〈場 〉の理解に微生物の生態を組み込むことは不 可

欠 で あろう。1 ）地 下圏を環境 として 扱 い 、2）微 生物 生 態学 に 時間 の 概 念を組み 込む こ とがまず求め られ て い る 。 そ の 研 究

か らは、3 ）地球シス テ ム っ て何 だ ？ 地 下 圏は独立 した パー
ツ なの か ？ とい う問 い が 見えて くるの で はない だろうか 。
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環境試料用 DNA 抽出キット（Extrap　Soil　DNA 　Kit　Plus　ver ．2）の 評価
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　土壌等 の 環境試料から DNA を抽出する際 の 技術的課題 として、  土壌等 の固体表面 へ の DNA の 吸着防止 、   PCR 阻

害 物質の 除去を主 に挙 げるこ とがで きる。演者らは、上 記 の課題を解決可能な環境試料用 DNA 抽出キ ッ ト（Extrap　 SoiI

DNA 　Kit　Plus　ver ．2、以下、Extrap）を開発 した 。 本演題 で は、下記 の 3項 目に関する調査 ・検討結果に つ い て報告する。

項 目  DNA 吸着防止 剤に含まれ る真正 細菌由来 DNA 量 の 調査

　　　DNA 吸着防止 剤として 汎用されるス キ厶 ミル クと、演者らが新規に 開発 した DNA 吸着防止剤からDNA を抽出し、各

　　　抽出液に含まれる真正 細菌由来の 16S　 rRNA 遺伝子量をリア ル タイ厶 PCR にて 定量した。その結果、Extrapの DNA

　　　吸着防止 剤に含まれる 16S　rRNA 遺伝子量は、スキ厶 ミル クの 1／150の 以 下 で あるこ とが 明らかとなっ た。

項 目  既存キッ トとの 性能比較

　　　性状の 異なる土壌 （7種類）より、Extrapと既存キ ッ ト（3種）を用 い て DNA を抽 出し、各抽 出液 中の 16S 　 rRNA 遺伝

　　　子を定量した 。 その 結果 、 Extrapは全 て の 土壌に おい て 、既存キ ッ トよりも相対的 に 高 い 定量 値を示 した 。 この こと

　　　から Extrapは既存キ ッ トよりも高い効率で DNA を回収 で きるこ とが確認された。また、Extrapの 無希釈 の DNA 抽出

　　　液および 100 倍希釈 した DNA 抽出液を対象として、リア ル タイム PCR 法に て 16S　rRNA 遺伝子 を定量 した結果、同

　　　程度 の 定量値が得られた。こ の こ とから、Extrap は PCR 阻害物質を除去する能力が高く、精製度の 高い DNA が得

　　　られることが確認された。

項 目  安価な破砕装置 （ボル テッ クスア ダプタ
ー

〉による細胞破砕効果の確認

　　　ユ
ー

ザ
ー

が高額装置 で あるビーズビー
タ
ー

（以下 、BB ）を保有してない 場合 も Extrapを好適に使用 できるよう、 安価

　　　なボ ル テ ッ クス ア ダプタ
ー

（以 下 、VA ）による細胞 破砕 効果につ いて 検討をお こ なっ た 。 その 結果 、VA 処理 した抽出

　　　液 中の 16S　rRNA 量 は、BB 処 理した抽 出液 中の 16S　rRNA 量 と同等であっ た 。 こ の ことか ら、Extrapの 使用を前提

　　　とした場合 、
VA の細胞破砕効果は、BB と同等 で あるこ とが 確 認され た 。
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